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技術開発課題完了報告書

課 題 名 除伐 方法 の改善 につ いて (そ の 1)

課 題 区分 自  主
開 発

期 間

昭和53年度

昭和 59年度
担 当 長崎 営林 署

目

標

造林木に対し侵入広葉樹の被圧の状況により造林木の生長に与える影響を調査し,除伐実施時

期の把握を図る。

結

果

除伐着手の時期は,林分うつ閉の 3年～ 5年前でヒノキ林分では,林令 12年～ 14年が適期

である。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内  容 項 目 内  容 項 目 内  容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径
"

樹 一局 π

みθ当た り 本 数 本

材 積 ノ

除 伐 0.2 0みα

開発経過と調査内容

1.試験の概要             ,

(1)対象林分

侵入広葉樹が造林木の樹高の:～ 1:程度に達したヒノキ造林地である。
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15年生造林地内にん1.Z2プロット

14   ″  Z3.プ ロット

13  ″  Z4.Z5プ ロット

(2)設定要領                         ｀

プロット面積は 1プロット0.04乃α(20X20π )

除 伐 区    対 照 区

20π             20π

「 調査内容

設定時より毎年度の生長量を測定した。

樹高,直径,枝張 り

に 調査結果

別紙経過記録のとおり

評価及び普及指導

聖
ぃヽ＼
算
い

ヽ

＼

調

ヽ
棚 |||」よ101  1  ヽ 、 、 

｀
、15

 ヽ  ` ＼  `  ヽ 、

10π
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除伐方法の改善について

1.は  じ め に

下刈終了後,林分うつ閉までに広葉樹が繁茂して,造林木の生長を阻害しているものを除去し,

造林木の生長を促進させるため除伐事業が実施されている。

開始時期と適期については,保育基準に示されているが,それぞれの林分状況の違いで,着手

すべき林齢を見出すため,広葉樹による被圧が造林木の生長 に与える影響を調査し,除伐実施

時期の把握を図る。

2.試 験 地 の 概 要

(1)場 所  長崎県西彼杵郡琴海町下払固有林 52ち外 3林小班

(2)地 況  標高 300π

土性壊土。深度中。土壊型Bc

プロット1,2,15年
フ

みロット3,14年
ラ

メロット4,5(3)林 況  ヒノキ造林地

3年生

(4)設 定  昭和 54年 10月

3.試 験 の 方 法

(1)設 定 面 積  0.40乃α

(2)プ ロット面積  1プ ロット0.04乃α(20× 202)

(3)プロット設定方法  (5個所)

π

↑

‐

　

２０

除伐 区   対 象 区

10

-20π ――一→ -20π _
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4.調 査 結 果

5。 考  察

(1)造林木の生長量は除伐区が当然ながら大きく, 5年間での生長比樹高 125%,直 径 150%

枝張り179%を示し除伐の効果が大きく現われている。

(2)造林木の樹高生長は,個体間,種間競争が強い程 ,促進されるので,あ る時期までは,広葉樹

の侵入を許すことも意味がある。

生長量調査表

ブロック男1 年 月 設定時 5410 55 11 57. 10 59 10 生 長 L上

林 /1ヽ 班 区 分 樹 高 直 径 枝 張 樹 高 亘径 枝 張 |す1篇 直 径 伎 張 肢1高 直 径 皮 張 l■l高 直 径 枝 張

ノる 1

54と

除伐区
π

И
４

４

a77

ワ
ー

一ｂ

770

105
π

47
all

民
υ

´
υ

π

111
π

57
翻
　
・
１８

認

決
υ

２

凛

浚
υ

６

alll

100
π

210
72

22
銘
　
・
３４

772

1.05

対照区 34 39 Of 5 3.7 46 077 4.6 5.6 0.95 5.1 70 1.50
ウ
‘ 31 0.75

/る 2

54.と

除伐区 37 4.9 0.88 4.1 58 1.01 5.1 7.5 120 5_9 95 200 22 46 112

対照区 3_6 3.8 078 3.9 4.5 081 47 5.5 0.95 54 6.8 120 1.8 3.0 042

/43

54ち

除伐区 38 47 0.88 40 55 095 50 72 1.13 54 88 120 1.6 41 0.32

対照区 3,7 47 0.83 4.0 5.5 086 48 65 106 5.0 80 130 1.3
つ
０

つ
０ 0.47

/を 4_

52.ち

除伐区 35 3.5 078 3.8 4_5 088 47 64 （
υ

責
υ 8.1 1.90 1.6 4.6

ワ

″

対照区 3.7 41 0.88 40 48 0.93 4_8 57 1.15 52 6.9 1.40
員
Ｕ 28 052

/を 5

52.↓意

除伐区 52 60 106 5.7 70 116 69 91 121 Ｏ
υ

ワ
‘ 112 2.10 ９

″ 52 104

対照区 54 6.3 1.07 59 7.1 1.16 68 8_1 120 73 94 1.50 1.9 31 043

平  均
除伐区 4.1 50 0.93 45 5.9

つ
４

∩
υ 5.5 7.7 1.18 6.1 95 1.86 20 4.5

つ
０

∩
υ

（
υ

対照区 40 4.6 086 4.3 53 0.91 5■
つ
０

次
Ｕ 1.06 56 7.6 1.38 1.6 30 052

広葉樹の平均樹高

プロック別 1
ワ

″

Ｏ
υ 4 5 平  均

平 均 樹 高 4.6π 5.Oπ 4.62 5.277t 73π 5.34″ι
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/

● ノ

×広葉樹

○除伐区
‐
 _ ムゝメリスRハ

6π

5π

4協

樹

一局

造林 木 と広葉樹 の樹 高推移

(3)ア 9枝張りの増大は,林分うつ閉を早めるに最も重要である。枝張り幅 1.8れ で林分うつ閉が,

終るとすると,林令 17年になる。

イ,枝張りの増加に伴なって,幹直径も増加しているのが明らかである。

枝葉量が多くなるにしたがって,生産力の増加を示している。

(4)除伐林令について

ア"下刈終了後に萌芽又は侵入する広葉樹は,造林木と競合生育させる。

イ,除伐後の再萌芽があっても,林分うつ閉で,自然枯死となることを狙いとする。

ウ,除伐着手の時期は,林分うつ閉の 3年～ 5年前の林齢 12年γ 14年が最適である。

５

１

５

１

４

０

５

１

年
月

９

０

５

１

７

０

５

１
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設 定 当 時 の 除 伐 区

設 定 当 時 の 対 照 区
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試

験

終

了

除

伐

区

試 験 終 了 対 照 区
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